様式第１（第３条関係）

特定施設設置（変更）許可申請書

　　年　　月　　日

　　○○保健所長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請人　氏名又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　瀬戸内海環境保全特別措置法第5条第1項（第8条第1項）の規定により、特定施設の設置（構造等の変更）の許可を受けたいので、次のとおり申請します。

	工場又は事業場の名称
	
	※
	

	工場又は事業場の所在地
	
	※受理年月日
	年　　月　　日

	特定施設の種類
	
	※
	

	有害物質使用特定施設の該当の有無
	有 □     無 □
	※
	

	△特定施設の構造
	別紙１のとおり。
	※備　　　考
	

	△特定施設の使用の方法
	別紙２のとおり。
	
	

	△汚水等の処理の方法
	別紙３のとおり。
	
	

	△排出水の量（排水系統別の量を含む。）
	別紙４及び別紙５のとおり。
	
	

	△排出水の汚染状態（排水系統別の汚染状態を含む）
	
	
	

	△用水及び排水の系統
	別紙６のとおり。
	
	

	△特定施設の設備（有害物質使用特定施設の場合に限る。）
	別紙７のとおり。
	
	


備考　１　特定施設の種類の欄には、当該特定施設が水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１又はダイオキシン類対策特別措置法施行令（平成11年政令第433号）別表第２のいずれに該当するか、並びに当該別表に掲げる当該特定施設の号番号及び名称を記載すること。

　　　　２　有害物質使用特定施設の該当の有無の欄には、該当するものにレ印を記入すること。なお、有害物質使用特定施設に該当しない場合には、別紙７を提出することを要しない。

　　　　３　△印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用すること。

　　　　４　※印の欄には、記載しないこと。

　　　　５　変更申請の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。

　　　　６　申請書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ４とすること。

　　　　
別紙１


	工場又は事業場におけ

る施設番号
	
	

	特定施設号番号及び名

称
	
	

	型　　　　　　　　式
	
	

	構　　　　　　　　造
	
	

	主要寸法
	
	

	能力
	
	

	配置
	
	

	設置年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	工事着手予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	工事完成予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	使用開始予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	その他参考となるべき

事項
	
	


備考　配置の欄には、当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載すること。

別紙２


	工場又は事業場におけ　

る施設番号
	
	

	特定施設号番号及び名

称
	
	

	設置場所
	
	

	操業の系統
	
	

	使用時間間隔
	
	

	１日当たりの使用時間
	
	

	使用の季節的変動
	
	

	原材料（消耗資材を含
む。）の種類、使用方法

　及び１日当たりの使用

量
	
	

	汚水等の汚染状態
	種類・項目
	通　　常
	最　　大
	通　　常
	最　　大

	
	
	
	
	
	

	汚水等の量
（ｍ3／日）
	通　　常
	最　　大
	通　　常
	最　　大

	
	
	
	
	

	その他参考となるべき

事項
	
	


備考　汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。

別紙３


	工場又は事業場におけ

る施設番号
	
	

	処理施設の設置場所
	
	

	設置年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	工事着手予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	工事完成予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	使用開始予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	種類及び型式
	
	

	構造
	
	

	主要寸法
	
	

	能力
	
	

	処理の方式
	
	

	処理の系統
	
	

	集水及び導水の方法
	
	

	使用時間間隔
	
	

	１日当たりの使用時間
	
	

	使用の季節変動
	
	

	消耗資材の１日当たり

の用途別使用量
	
	

	汚水等の汚染状態及び量
	
	通　　常
	最　　大
	通　　常
	最　　大

	
	
	処理前
	処理後
	処理前
	処理後
	処理前
	処理後
	処理前
	処理後

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	量（ｍ3／日）
	
	
	
	
	
	
	
	

	残さの種類、１月間の種

類別生成量及び処理方法
	
	

	排出水の排出方法
	
	

	その他参考となるべき

事項
	
	


備考　１　汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。

２　排出水の排出方法の欄には、排水口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。

別紙４


	工場又は事業場におけ

る施設番号
	
	

	排

出

水

の

汚

染

状

態
	
	通　　常
	最　　大
	通　　常
	最　　大

	
	
	
	
	
	

	排出水の量
（ｍ3／日）
	通　　常
	最　　大
	通　　常
	最　　大

	
	
	
	
	

	その他参考となるべき

事項
	


備考　排出水の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。
別紙５

排出水の排水系統別の汚染状態及び量

	指定項目の別
	

	特

定

排

出

水
	業種その他

の区分
	汚染状態

（mg/l）
	水　　量

（ｍ3/日）
	汚濁負荷量

（kg/日）
	※



	
	
	通常
	最大
	通常
	最大
	
	通常
	最大
	

	
	
	
	
	
	
	Qco
	Qci
	Qcj
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	特

定

排

出

水

以

外

の

排

出

水
	種類及び用途
	汚染状態

（mg/l）
	水　　量

（ｍ3/日）
	汚濁負荷量

（kg/日）
	

	
	
	通常
	最大
	通常
	最大
	通常
	最大
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	合　計
	
	
	
	
	
	
	

	なるべき事項
その他参考と
	


備考　１　本紙の記載にあたっては、指定項目ごとに作成すること。

２　指定項目の別の項、汚染状態の項及び汚濁負荷量の項には、指定項目について記載すること。

３　窒素含有量について記載する場合には「Qco」を「Qno」と、「Qci」を「Qni」と読み替え、Qcjの項には記載しないこと｡

４　りん含有量について記載する場合には、「Qco」を「Qpo」と、「Qci」を「Qpi」と読み替え、Qcjの項には記載しないこと｡

５　※印の欄には記載しないこと。
別紙６


	用水及び排水の系統
	

	用　　途　　別


	用　　　途
	使　用　水
	用水使用量（ｍ3/日）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


別紙７

特　定　施　設　の　設　備

	工場又は事業場におけ

る施設番号
	
	

	特定施設号番号及び名

称
	
	

	設　　　　　　　　備
	
	

	構　　　　　　　　造
	
	

	主要寸法
	
	

	配置
	
	

	設置年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	工事着手予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	工事完成予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	使用開始予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	　　　　年　　　月　　　日

	その他参考となるべき

事項
	
	


備考　１　有害物質使用特定施設に該当しない場合には、本様式を提出することを要しない。

２　配置の欄には、当該特定施設の設備の配置を記載すること。

特定施設の設置・変更事前評価書

（汚濁負荷量が減少又は現状維持の場合）

　　　　　　　　　　　　　　申　請　人　（所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者の氏名）

　　　　　　　　　　　　

1． 許可申請の概要

(1)設置（変更）しようとする特定施設

	特定施設の種類
	

	特定施設の能力
	

	工事の着手予定年月日
	

	工事の完成予定年月日
	

	使用開始の予定年月日
	

	排出される汚水等の
汚染状態及び量　　
	項目
	pH
	BOD
(mg/l)
	COD
(mg/l)
	SS
(mg/l)
	T-N
(mg/l)
	T-P
(mg/l)
	大腸菌群数
（MPN/100ml）
	油分
(mg/l)

	
	通常
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	最大
	
	
	
	
	
	
	
	

	排出される汚水等の量
	通常
	
	最大
	


(2)汚水等の処理施設

	設置年月日
	

	工事の着手予定年月日
	

	工事の完成予定年月日
	

	使用開始の予定年月日
	

	処理施設の種類
	

	処理施設の構造
	

	処理施設の型式
	

	処理施設の主要寸法
	

	処理施設の能力
	

	汚水等の処理の方法
	

	処理施設の使用方法
	

	処理施設による処理前及び処理後の汚水等の値及び量
	処理前
	項目
	水量
(m3/日)
	pH
	BOD
(mg/l)
	COD
(mg/l)
	SS
(mg/l)
	T-N
(mg/l)
	T-P
(mg/l)
	大腸菌群数
（MPN/100ml）
	油分
(mg/l)

	
	
	通常
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	最大
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	処理後
	項目
	水量
(m3/日)
	pH
	BOD
(mg/l)
	COD
(mg/l)
	SS
(mg/l)
	T-N
(mg/l)
	T-P
(mg/l)
	大腸菌群数
（MPN/100ml）
	油分
(mg/l)

	
	
	通常
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	最大
	
	
	
	
	
	
	
	
	


(3)許可申請の概要及び理由

　

2． 排水口の位置及び数

　　　　　ヶ所（別図　　参照）

3． 周辺公共用水域の範囲及び環境基準

　(1)周辺公共用水域の範囲（別図　　参照）

　（例）○○工程→××排水処理施設→No.1排水口→△△川→瀬戸内海（◎◎湾）


生活排水

冷却水　　　　　　　No.2排水口

　(2)環境基準
	水域名
項目
	( 　 － 　)
	(　　－　 )
	(　　－　 )
	(　　－　 )

	環　境　基　準
	
	
	
	

	達　成　期　間
	
	
	
	


○人の健康の保護に関する環境基準
	項　　目　　名
	基　　準　　値
	項　　目　　名
	基　　準　　値

	カドミウム
	0.003mg/l以下
	1,1,2-トリクロロエタン　
	0.006mg/l以下

	全シアン
	検出されないこと
	トリクロロエチレン
	0.01mg/l以下

	鉛
	0.01mg/l以下
	テトラクロロエチレン
	0.01mg/l以下

	六価クロム
	0.02mg/l以下
	1,3-ジクロロプロペン　 
	0.002mg/l以下

	砒素
	0.01mg/l以下
	チウラム
	0.006mg/l以下

	総水銀
	0.0005mg/l以下
	シマジン
	0.003mg/l以下

	アルキル水銀
	検出されないこと
	チオベンカルブ
	0.02mg/l以下

	ＰＣＢ
	検出されないこと
	ベンゼン
	0.01mg/l以下

	ジクロロメタン
	0.02mg/l以下
	セレン
	0.01mg/l以下

	四塩化炭素
	0.002mg/l以下
	硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
	10mg/l以下

	1,2-ジクロロエタン
	0.004mg/l以下
	ふっ素
	0.8mg/l以下

	1,1-ジクロロエチレン　　
	0.1mg/l以下
	ほう素
	1mg/l以下

	ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン
	0.04mg/l以下
	1,4-ジオキサン
	0.05mg/l以下

	1,1,1-トリクロロエタン　
	1mg/l以下
	
	


（備考）海域については「ふっ素」及び「ほう素」の基準値は適用しない。
○生活環境の保全に関する環境基準
	項目
類型
	利用目的の適応性
	ｐＨ
	COD

(mg/l)
	ＳＳ
(mg/l)
	ＤＯ
(mg/l)
	油分
(mg/l)
	大腸菌数
(CFU/100ml)
	Ｔ－Ｎ
(mg/l)
	Ｔ－Ｐ
(mg/l)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※環境基準点調査
	採水地点
	環境
基準
	項目
	ｐＨ
	COD

(mg/l)
	ＳＳ
(mg/l)
	ＤＯ
(mg/l)
	油分
(mg/l)
	大腸菌数※
(CFU/100ml)
	Ｔ－Ｎ
(mg/l)
	Ｔ－Ｐ
(mg/l)

	
	
	最小～最大

平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	最小～最大

平　均
	
	
	
	
	
	
	
	


調査期間
　
調査機関
　※大腸菌数の結果が公表されるまでは、大腸菌群数の結果を記載又は空欄として構わない。
４．排出水の汚染状態及び量
	区分
項目
	変更前
	変更後

	
	通常値
	最大値
	通常値
	最大値

	ｐＨ
	
	
	
	

	ＢＯＤ(mg/l)
	
	
	
	

	ＣＯＤ(mg/l)
	
	
	
	

	ＳＳ(mg/l)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｎ(mg/l)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｐ(mg/l)
	
	
	
	

	排水量(ｍ3／日)
	
	
	
	


５．汚濁負荷量の比較
	区分
項目
	変更前
	変更後

	
	通常値
	最大値
	通常値
	最大値

	ＢＯＤ(kg/日)
	
	
	
	

	ＣＯＤ(kg/日)
	
	
	
	

	ＳＳ(kg/日)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｎ(kg/日)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｐ(kg/日)
	
	
	
	


（減少または現状維持の理由）
６．その他参考事項
特定施設の設置・変更事前評価書

（汚濁負荷量が増大する場合）

　　　　　　　　　　　　　　申　請　人　（所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名称）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者の氏名）

１．許可申請の概要

(1)設置（変更）しようとする特定施設

	特定施設の種類
	

	特定施設の能力
	

	工事の着手予定年月日
	

	工事の完成予定年月日
	

	使用開始の予定年月日
	

	排出される汚水等の
汚染状態及び量　　
	項目
	pH
	BOD
(mg/l)
	COD
(mg/l)
	SS
(mg/l)
	T-N
(mg/l)
	T-P
(mg/l)
	大腸菌群数
（MPN/100ml）
	油分
(mg/l)

	
	通常
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	最大
	
	
	
	
	
	
	
	

	排出される汚水等の量
	通常
	
	最大
	


(2)汚水等の処理施設

	設置年月日
	

	工事の着手予定年月日
	

	工事の完成予定年月日
	

	使用開始の予定年月日
	

	処理施設の種類
	

	処理施設の構造
	

	処理施設の型式
	

	処理施設の主要寸法
	

	処理施設の能力
	

	汚水等の処理の方法
	

	処理施設の使用方法
	

	処理施設による処理前及び処理後の汚水等の値及び量
	処理前
	項目
	水量
(m3/日)
	pH
	BOD
(mg/l)
	COD
(mg/l)
	SS
(mg/l)
	T-N
(mg/l)
	T-P
(mg/l)
	大腸菌群数
（MPN/100ml）
	油分
(mg/l)

	
	
	通常
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	最大
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	処理後
	項目
	水量
(m3/日)
	pH
	BOD
(mg/l)
	COD
(mg/l)
	SS
(mg/l)
	T-N
(mg/l)
	T-P
(mg/l)
	大腸菌群数
（MPN/100ml）
	油分
(mg/l)

	
	
	通常
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	最大
	
	
	
	
	
	
	
	
	


(3)許可申請の概要及び理由

　

２．排水口の位置及び数

　　　　　ヶ所（別図　　参照）

３．周辺公共用水域の範囲及び環境基準

　(1)周辺公共用水域の範囲（別図　　参照）

　(2)環境基準
	水域名
項目
	( 　 － 　)
	(　　－　 )
	(　　－　 )
	(　　－　 )

	環　境　基　準
	
	
	
	

	達　成　期　間
	
	
	
	


○人の健康の保護に関する環境基準

	項　　目　　名
	基　　準　　値
	項　　目　　名
	基　　準　　値

	カドミウム
	0.003mg/l以下
	1,1,2-トリクロロエタン　
	0.006mg/l以下

	全シアン
	検出されないこと
	トリクロロエチレン
	0.01mg/l以下

	鉛
	0.01mg/l以下
	テトラクロロエチレン
	0.01mg/l以下

	六価クロム
	0.02mg/l以下
	1,3-ジクロロプロペン　 
	0.002mg/l以下

	砒素
	0.01mg/l以下
	チウラム
	0.006mg/l以下

	総水銀
	0.0005mg/l以下
	シマジン
	0.003mg/l以下

	アルキル水銀
	検出されないこと
	チオベンカルブ
	0.02mg/l以下

	ＰＣＢ
	検出されないこと
	ベンゼン
	0.01mg/l以下

	ジクロロメタン
	0.02mg/l以下
	セレン
	0.01mg/l以下

	四塩化炭素
	0.002mg/l以下
	硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
	10mg/l以下

	1,2-ジクロロエタン
	0.004mg/l以下
	ふっ素
	0.8mg/l以下

	1,1-ジクロロエチレン　　
	0.1mg/l以下
	ほう素
	1mg/l以下

	ｼｽ-1,2-ジクロロエチレン
	0.04mg/l以下
	1,4-ジオキサン
	0.05mg/l以下

	1,1,1-トリクロロエタン　
	1mg/l以下
	
	


（備考）海域については「ふっ素」及び「ほう素」の基準値は適用しない。
○生活環境の保全に関する環境基準
	項目
類型
	利用目的の適応性
	ｐＨ
	COD

(mg/l)
	ＳＳ
(mg/l)
	ＤＯ
(mg/l)
	油分
(mg/l)
	大腸菌数
(CFU/100ml)
	Ｔ－Ｎ
(mg/l)
	Ｔ－Ｐ
(mg/l)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


４．周辺公共用水域の水質の現況
ア　海域

	採水機関名
	
	分析機関名
	


	測定点名
	

	採水年月日及び時間
	　　項目

区分
	水 温

(℃)
	ｐＨ
	BOD

(mg/l)
	COD

(mg/l)
	S S

(mg/l)
	T－N

(mg/l)
	T－P

(mg/l)
	

	第１回　 年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	水質の現況
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	第2回　年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	第3回　年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	総平均
	
	
	
	
	
	
	
	


	測定点名
	

	採水年月日及び時間
	　　項目

区分
	水 温

(℃)
	ｐＨ
	BOD

(mg/l)
	COD

(mg/l)
	S S

(mg/l)
	T－N

(mg/l)
	T－P

(mg/l)
	

	第１回　 年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	水質の現況
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	第2回　年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	第3回　年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	総平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	

	測定点名
	

	採水年月日及び時間
	　　項目

区分
	水 温

(℃)
	ｐＨ
	BOD

(mg/l)
	COD

(mg/l)
	S S

(mg/l)
	T－N

(mg/l)
	T－P

(mg/l)
	

	第１回　 年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	水質の現況
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	第2回　年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	第3回　年　月　日

　　　　　　時　分

干満の別：
	
	表層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	中層
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	総平均
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	採水機関名
	
	分析機関名
	


	水域測定点名
	　　項目

区分
	ｐＨ
	BOD

(mg/l)
	COD

(mg/l)
	S S

(mg/l)
	T－N

(mg/l)
	T－P

(mg/l)
	
	流量
(m3/日)

	
	月

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	月 

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	月

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	総　　平　　均
	
	
	
	
	
	
	
	


	水域測定点名
	　　項目

区分
	ｐＨ
	BOD

(mg/l)
	COD

(mg/l)
	S S

(mg/l)
	T－N

(mg/l)
	T－P

(mg/l)
	
	流量
(m3/日)

	
	月

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	月 

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	月

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	総　　平　　均
	
	
	
	
	
	
	
	


	水域測定点名
	　　項目

区分
	ｐＨ
	BOD

(mg/l)
	COD

(mg/l)
	S S

(mg/l)
	T－N

(mg/l)
	T－P

(mg/l)
	
	流量
(m3/日)

	
	月

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	月 

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	月

日
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	：
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	平　均
	
	
	
	
	
	
	
	

	総　　平　　均
	
	
	
	
	
	
	
	


※環境基準点調査
	採水地点
	環境
基準
	項目
	ｐＨ
	COD
(mg/l)
	ＳＳ

(mg/l)
	ＤＯ

(mg/l)
	油分

(mg/l)
	大腸菌数※
（CFU/100ml）
	T-N

(mg/l)
	T-P

(mg/l)

	(      )
	
	最小

～

最大
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	

	(      )
	
	最小

～

最大
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	平均
	
	
	
	
	
	
	
	


調査期間
調査機関
　※大腸菌数の結果が公表されるまでは、大腸菌群数の結果を記載又は空欄として構わない。
５．排出水の汚染状態及び量
	区分
項目
	設置前（変更前）
	設置後（変更後）

	
	通常値
	最大値
	通常値
	最大値

	ｐＨ
	
	
	
	

	ＢＯＤ　 (mg/l)
	
	
	
	

	ＣＯＤ　 (mg/l)
	
	
	
	

	ＳＳ　　 (mg/l)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｎ　 (mg/l)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｐ　 (mg/l)
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	排水量(ｍ3／日)
	
	
	
	


６．汚濁負荷量の比較
	区分
項目
	設置前（変更前）
	設置後（変更後）

	
	通常値(*1)
	最大値(*2)
	通常値
	最大値

	ＢＯＤ  (kg/日)
	
	
	
	

	ＣＯＤ  (kg/日)
	
	
	
	

	ＳＳ    (kg/日)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｎ  (kg/日)
	
	
	
	

	Ｔ－Ｐ  (kg/日)
	
	
	
	

	
	
	
	
	


      (*1)通常値濃度(mg/l)×通常値排水量(m3/日)／1000　(*2)通常値濃度(mg/l)×最大値排水量(m3/日)／1000

７　将来予測 

（1）予測結果

ア　海　域

○新田式(log(r2θ／2)＝1.226 logQ+0.086)から求めた周辺公共用水域の外縁までの距離

(r)は、　　　　　ｍ。

(注) θ＝　　　　　（拡散角度）   Ｑ＝　　　　ｍ３／日（最大排出量）

○ヨーゼフ・ゼントナー式[image: image1.wmf])})
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から求めた希釈率(Ｃ)は次のとおり。

Ｃ（  ｒ／３ の地点）　＝

Ｃ（２ｒ／３ の地点）  ＝

Ｃ（　r  　  の地点）  ＝　０
（注）Ｑ０＝　　　　　　　　ｍ３／日（最大排水量）

θ＝　　　　　　　　　 　　（拡散角度）

ｄ＝　　　　　　　２ｍ

ｐ＝　　　　　８６４ｍ／日

ｘ＝　　　　　　　　ｍ、　　　　　　　ｍ（r/3、2r/3の距離）

ｌ＝　　　　　　　　ｍ（ｒの距離）

○Ｓ’＝Ｓ１＋（Ｓ０－Ｓ１）・Ｃから将来の水質を予測すると、

(r/3の地点)

Ｓ’（ＣＯＤ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（ ＳＳ ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（Ｔ－Ｎ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（Ｔ－Ｐ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

(2r/3の地点)

Ｓ’（ＣＯＤ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（ ＳＳ ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（Ｔ－Ｎ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（Ｔ－Ｐ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

(rの地点)

Ｓ’（ＣＯＤ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（ ＳＳ ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（Ｔ－Ｎ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝

Ｓ’（Ｔ－Ｐ）＝　　　　　　　＋（　　　　－　　　　）　　　　＝
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から将来の水質を予測すると、
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（2）評　価

８　その他参考事項
